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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 6,335 2.6 259 △24.4 288 △18.6 234 13.4

2019年3月期第3四半期 6,175 18.2 342 905.1 354 716.5 207 250.2

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　242百万円 （―％） 2019年3月期第3四半期　　△50百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 28.43 ―

2019年3月期第3四半期 24.95 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 11,394 9,482 83.2

2019年3月期 11,759 9,404 80.0

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 9,482百万円 2019年3月期 9,404百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 0.00 ― 23.00 23.00

2020年3月期 ― 0.00 ―

2020年3月期（予想） 23.00 23.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 0.9 700 0.5 710 1.2 460 3.7 55.67

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 9,900,000 株 2019年3月期 9,900,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 1,625,153 株 2019年3月期 1,654,750 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 8,262,999 株 2019年3月期3Q 8,302,641 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ペー
ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中、底堅く推移して

いるものの、企業収益や個人消費の伸び悩みと相次ぐ自然災害や海外情勢の不確実性により、製造業を

中心に弱さが一段と増しております。 

 また、海外経済においても、米中貿易摩擦の長期化とそれに伴う中国経済の減速及び英国のＥＵ離脱

問題等により景気減速傾向にあるなど先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 一方、当社グループが属する電気計測器業界においては、当社グループの重点市場である次世代自動

車関連市場では、ＥＶ(電気自動車)、自動運転、先進安全自動車及びこれらに関わる市場からの電気計

測器の需要は慎重な姿勢が見られ、鈍化傾向にありました。また、冷凍空調市場では、省エネ対策だけ

ではなく、システムの省力化・自動化等高付加価値化への取り組みに対する設備投資は堅調でありまし

たが、全般的な需要動向は国内外の経済鈍化の影響により厳しい状況にありました。 

 このような状況の中、当社グループは、米中貿易摩擦の影響があったものの、次世代自動車関連市場、

環境・エネルギー関連市場及び冷凍空調市場を中心に顧客ニーズに合わせたシステム提案営業を積極的

に展開し、また、組織人事等海外市場への販売体制強化策の実施や販路開拓活動と研究開発活動を行う

と共に、原価低減と経費節減にも努力を重ねてまいりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、海外売上高が増加したこと等により、63億３千５

百万円(前年同期比2.6％増)となりました。 

 損益面におきましては、人材の維持・確保に伴う人件費及び研究開発費の増加等により、営業利益２

億５千９百万円(前年同期比24.4％減)、経常利益２億８千８百万円(前年同期比18.6％減)となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益38百万円を特別利益に計上したこと

により２億３千４百万円(前年同期比13.4％増)となりました。 

 当社グループは、電気計測器等の製造、販売を行っているものであり、セグメントは単一であります。

したがいまして、セグメントごとに経営成績の状況は開示しておりません。 

なお、当社グループにおける営業品目の製品群別売上の概況は、次のとおりであります。 

《電子計測器群》 

 電子計測器群では、航空機用電子機器の測定器が堅調に推移いたしました。また、安全関連試験機器

は、耐電圧・絶縁抵抗試験用としてエネルギー市場や車載関連市場において好調に推移いたしました。 

以上の結果、売上高は14億６百万円(前年同期比11.4％増)となりました。 

《電源機器群》 

電源機器群では、直流電源は、次世代自動車関連市場への試験用供給電源として動きがありましたが、

製造業の設備投資抑制の動きが一段と増したことにより装置駆動用途等の需要が減少するなど、全般的

に低調に推移いたしました。交流電源は、小型多機能・大容量製品であるＰＣＲ－ＷＥ／ＷＥ２の販売

効果もあり、車載関連市場、情報通信関連市場や航空機産業市場への評価試験や製造設備用として好調

に推移いたしました。電子負荷装置は、車載関連市場及び情報通信関連市場への評価試験用として高電

圧大容量のＰＬＺ－５ＷＨを中心に好調に推移いたしました。 

以上の結果、売上高は46億８千３百万円(前年同期比0.4％増)となりました。 

《サービス・部品等》 

サービス・部品等につきましては、特記すべき事項はありません。 

当該サービス・部品等の売上高は、２億４千５百万円(前年同期比0.1％減)となりました。 

上記に含まれる海外市場の売上の概況は以下のとおりであります。 
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 《海外市場》 

   米国では、航空宇宙産業市場やＩＣＴ(情報通信技術)関連市場への交流電源及び電子負荷装置が好調

に推移いたしました。欧州では、航空機器産業市場への交流電源や車載関連市場向けの電子負荷装置が

好調に推移いたしました。 

   アジアにおいては、中国では米中貿易摩擦の影響があったものの、エネルギー市場への安全関連試験

機器や電子負荷装置に動きが見られました。韓国では次世代自動車関連市場への交流電源や電子負荷装

置、また、東南アジアではＩＣＴ関連市場への交流電源がそれぞれ好調に推移いたしました。 

   以上の結果、海外売上高は22億６千２百万円(前年同期比20.9％増)となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明 

     当第３四半期連結会計期間における総資産は、仕掛品の増加等によるたな卸資産の増加並びに期末時

価の増加により投資有価証券が増加したものの、剰余金の配当及び賞与の支給等による現金及び預金の

減少並びに受取手形及び売掛金の回収等により、前連結会計年度末に比べ３億６千４百万円減少し、113

億９千４百万円となりました。 

   負債は、支払手形及び買掛金の減少並びに賞与及び役員賞与の支給による賞与引当金及び役員賞与引

当金の減少等により、前連結会計年度末に比べ４億４千２百万円減少し、19億１千２百万円となりまし

た。 

   純資産は、剰余金の配当により減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等より、

前連結会計年度末に比べ７千８百万円増加し、94億８千２百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   当期の業績予想につきましては、本資料の公表時点において、2019 年５月 14 日に「2019 年３月期決

算短信」にて公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 
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 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

     当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日） 

     該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

    税金費用の計算 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

   該当事項はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 

 

菊水電子工業株式会社（6912）2020年３月期　第３四半期決算短信

― 8 ―


	2020年３月期　第３四半期決算短信（サマリー）
	2020年３月期　第３四半期決算短信（サマリー）

	バインダー1
	2020年３月期　第３四半期決算短信（定性的情報）1.1
	2020年３月期　第３四半期決算短信（財務諸表）1.1
	2020年３月期　第３四半期決算短信（注記事項）




